
科学技術分野における女性の活躍促進について

令和３年10月26日
内閣府男女共同参画局
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第５次男女共同参画基本計画 第４分野 科学技術・学術における男女共同参画の推進（抄）

成果目標

項目 成果目標（期限）

大学の理工系の教員（講師以上）に占める女性の割合 理学系：12.0％、工学系： 9.0％（2025年）

大学の研究者の採用に占める女性の割合
理学系：20％、工学系：15％、

農学系：30％、医歯薬学系：30％、
人文科学系45％、社会科学系：30％

（2025年）

大学（学部）の理工系の学生に占める女性の割合 前年度以上（毎年度）

（目標）

（目標）

1資料出所：文部科学省「学校基本統計」（各年５月１日現在）
※資料出所は、実績値の出所を示すもの

理学部

工学部

資料出所：文部科学省「教員統計調査」
※資料出所は、実績値の出所を示すもの

2008 2014 2020

理学系

工学系

資料出所：文部科学省
※大学が採用した教員（非常勤教員を除く）のうち、教授、准教授、講師、助教について集計。
※2014年は、「保健系（医学・歯学・薬学系）」と「保健系（その他）」を区別せず、保健系全体の
数値を集計している。

理学系

工学系

農学系

医歯薬学系

人文科学系

(%)

社会科学系

理学部 21,806人

工学部 59,858人

※2020年度女子学生数
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科学技術・学術における男女共同参画の推進に係る現状①

諸外国の研究者に占める女性割合

（出典）ＯＥＣＤ“Main Science and Technology Indicators ”，米国国立科学財団（National Science

Foundation：ＮＳＦ）“Science and Engineering Indicators”

※企業、教育機関、政府、非営利団体における全分野の研究者の女性割合。アメリカの数値は，雇

用されている科学者における女性の割合（人文科学の一部及び社会科学を含む）。

※日本の数値は2020年。アメリカ、フランス、ドイツは2017年イギリス、韓国は2018年の値。

生理学・医学 物理学 化学 計

アメリカ 5 2 2 9

欧州 5 1 4 10

日本 0 0 0 0

その他 2 1 1 4

全体 12 4 7 23

女性ノーベル賞受賞者数（自然科学分野）

※2021年までの受賞者を集計。
※その他の国は、イスラエル、オーストラリア、中国、カナダ。

日本 OECD平均

全体 男性 女性 全体 男性 女性

科学的リテラシー
平均得点

529点
２位

531点
１位

528点
３位

489点 488点 490点

数学的リテラシー
平均得点

527点
１位

532点
１位

522点
２位

489点 492点 487点

読解力平均得点
504点
10位

493点
９位

514点
14位 487点 472点 502点

OECDによる学習到達度調査(15歳時点)

※OECD PISA（Programme for International Student Assessment）2018 より作成
順位はOECD加盟37か国中。調査段階で15歳３か月以上16歳2か月以下の学校に
通う生徒が対象（日本では高校1年生）。
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国別ノーベル賞受賞者数（性別不問、自然科学分野）

※ノーベル財団の発表等に基づき、文部科学省において、試行的に取りまと
めたもの。
※日本人受賞者のうち、 南部陽一郎博士（２００８年物理学賞）、中村修二
博士（２０１４年物理学賞）、眞鍋淑郎博士（２０２１年物理学賞）は、米国籍で
受賞している。

1901年～2000年 2001年～2021年
生理学
・医学

物理学 化学
生理学
・医学

物理学 化学 計

アメリカ 81 68 46 27 25 25 272

イギリス 22 20 26 10 3 4 85

ドイツ 15 21 27 1 5 4 73

フランス 7 11 7 3 3 3 34

日本 1 3 2 4 9 6 25
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科学技術・学術における男女共同参画の推進に係る現状②
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OECD2021 大学等入学者女性割合

※OECD.statより作成

※ICT分野としてのデータなし

Natural sciences, mathematics 
and statistics Engineering, manufacturing and construction

Information and Communication 
Technologies (ICTs)



科学技術・学術における男女共同参画の推進に係る現状③
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30.4%

22.2%

22.1%

21.0%

19.6%

16.7%

15.4%

15.00%

14.2%

13.8%

12.3%

11.9%

9.7%

9.4%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%

立教大学

早稲田大学

中央大学

慶応義塾大学

青山学院大学

明治大学

北海道大学

法政大学

大阪大学

名古屋大学

東北大学

九州大学

京都大学

東京大学

※国公私立含めた総数の女子学生割合は17.7％

理工学部（国立は理学部＋工学部）女子学生割合

国立大学（旧帝国大学）は
私立大学より理工学部に
おける女子学生割合が低い
場合が多い

（出典）内閣府調べ
各国立大学、明治大学及び早稲田大学は2020年度、法政大学、
青山学院大学、慶応義塾大学、中央大学及び立教大学は2021年度の数値。

65.2%

35.7%

27.8%

15.7%

45.1%

48.3%

91.1%

59.1%

60.6%

34.8%

64.3%

72.2%

84.3%

54.9%

51.7%

8.9%

40.9%

39.4%

人文科学

社会科学

理学

工学

農学

保健(医歯薬学)

保健(看護学等)

教育

その他等

女性

男性

大学（学部）の学生に占める女性の割合

（出典）文部科学省「令和２年度学校基本統計」

青山学院大学
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(備考) １．文部科学省「学校教員統計調査」（令和元年度）の調査票をもとに内閣府男女共同参画局作成。
２．「大学・大学院等」は、大学の学部、大学院の研究科、附置研究所、学内共同教育研究施設、

共同利用・共同研究拠点、附属病院、本部。
３．「教授等」は、「学長」、「副学長」及び「教授」の合計。

(％)

科学技術・学術における男女共同参画の推進に係る現状④
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理学 農学

工学

人文科学

社会科学

※文部科学省 令和２年度「学校基本調査」
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理学 工学 人文科学 社会科学

博士課程

※文部科学省 令和元年度「学校教員統計調査」、令和２年度「学校基本調査」

大学等における職名別教員数と男女割合

大学等における専門分野別段階別女性割合

87.2% 85.9%
82.2%

74.3%
66.8% 68.4%

41.6%

12.8%

14.1%
17.8%

25.7%
33.2% 31.6%

58.4%
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100.0%
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70,000

学長 副学長 教授 准教授 講師 助教 助手

(人)

(％)

男性

女性

男性比率

女性比率

学長

副学長
教授

准教授

講師

助手

助教 修士課程

学士課程



大学等教員の男女別雇用期間の有無

科学技術・学術における男女共同参画の推進に係る現状⑤
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68.4%

31.6%

男性

56.9%

43.1%

女性

80.1%

19.9%

男性

68.1%

31.9%

女性

※総務省 平成29年度「就業構造基本調査」 おもな仕事の内容として『大学教員』と回答したデータを対象に集計。

大学等教員の男女別雇用形態

※総務省 平成29年度「就業構造基本調査」 おもな仕事の内容として『大学教員』と回答したデータを対象に集計。

無期雇用者有期雇用者

非正規職員・従業者 正規職員・従業者

(参考)



＜中学生の頃＞
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女子の進路選択への親の影響について

～内閣府委託調査より～

7
※出所：「多様な選択を可能にする学びに関する調査」

（平成30年内閣府調査）

●中学生の頃に、働く上でのイメージや進路選択において影響を受けた人は、女性は母親、男性は父親と、同性の親の
影響を顕著に受けている。

●また、女性保護者の最終学歴が理系の場合、その子（女子）は、将来の進路を「理系」とする割合が高くなっている。

進路選択において影響を受けたもの

9.5

11.5

11.1

14.7

14.3

7.9

28.6

14.3

1.6

11.9

34.9

39.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性保護者・理系

（N=63）

女性保護者・文系

（N=252）

（進路意向）

文系 どちらかといえば文系

どちらかといえば理系 理系

どちらでもない わからない・まだ決めていない（迷っている）

女性保護者の最終学歴とその子(女子)の進路意向

※出所：「女性生徒等の理工系進路選択支援に向けた生徒等の意識に関する
調査研究」（平成29年内閣府調査）
調査対象は中学２年生。
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理系の進路選択に関するアンコンシャス･バイアスについて

～「性別による無意識の思い込み（アンコンシャス・バイアス）に関する調査研究より～
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※出所：内閣府男女共同参画局
令和３年度性別による無意識の思い込み（アンコンシャス・バイアス）に関する調査研究

●「女性に理系の進路（学校・職業）は向いていない」という測定項目について、「そう思う」又は「どちらかと言えばそう思う」
と回答した者の割合は、いずれの世代でも男性の方が高い。

●一方、そうした考えを決めつけられた経験のある女性の割合は、直接・間接を問わず、男性より多い。また、メディアで見
たり聞いたりしたことがあると回答した者の割合は、男女ともに約15％となっている。
こうした経験が女子学生の進路選択に影響を与えていることも考えられる。

(％)
(％)

女性計

男性計

男性計

女性計

※ 【直接】直接言われたり聞いたり したことがある
【間接】直接ではないが言動や態度からそのように感じたことがある
【メディア】メディアで見たことがある



中学校教員向けアンコンシャス･バイアス
払しょくのための啓発資料

教員等の指導者の方々へ向けて、

〇男女共同参画の視点の必要性
〇無意識に持っていた固定概念・考え方や言動への気付き

＜無意識に行っている言動＞
・テストの点数の良かった女子生徒に、「女子なのに数学／理科ができて、すごいね」
と言葉をかけている

・理科の実験授業において、操作は男子、記録は女子、という生徒間の役割分担が自然と
できており、それに任せている

〇男女共同参画に配慮した理数授業の事例
〇教員のアドバイスをきっかけに理数系に進んだ女性の事例

等から構成される、啓発資料「男女共同参画の視点を取り込んだ理数系教科の
授業づくり～中学校を中心として～」を作成。

▲生徒が実際に行った板書発表の内容▲授業で生徒が作成したイルミネーションの一部▲じゃんけんをしながら確率を計算する様子

文部科学省と連携して普及を図り、教員等の指導者の無意識の思い込み
（アンコンシャス・バイアス）の払しょくに取り組む。
※文部科学省から都道府県教育委員会に対し通知を発出（令和3年６月21日）

中学生へのメッセージ動画
http://wwwc.cao.go.jp/lib_008/c-
challenge/movie_20210317_02.
html
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理工チャレンジ（リコチャレ！） ～女子生徒等の理工系への進路選択を促進～

リコチャレ応援団体
募集

ウェブサイト

「理工チャレンジ」
・ イベント情報 ・ロールモデル情報
・ 団体からの応援メッセージ

シンポジウム
・有識者や実際に活躍する女性研究者

・技術者（ロールモデル）による情報発信
・IT業界で活躍する女性(ロールモデル)

提示等

募集

夏のリコチャレ
・夏休み期間中、大学、企業

学術団体等がイベントを実施

・内閣府・文科省・経団連がサポート

理工系女子
応援ネットワーク会議

・理工系女子応援ネットワークに登録した
団体が出席

・相互連携に向けた情報共有や取組方針
を検討

理工チャレンジの趣旨に賛同する
大学・企業・学術団体等 826団体

令和３年９月現在

理工系女子
応援ネットワーク

リコチャレ応援団体のうち、具体的な
支援を行う団体

207団体

令和３年９月現在

男女共同参画に配慮した中学生向け理数系教育に関する指導者啓発資料の作成（令和２年度）

「STEM Girls Ambassadors」によるロールモデルの紹介 10

取 組

リコチャレは、女子中高生等が、理工系分野に興味・関心を持ち、将来の自分をしっかりイメージして進路選択
することを応援するため、平成17年（2005年）より内閣府男女共同参画局が中心となって行っている取組です。



内閣府・文部科学省・日本経済団体連合会の共催で、夏休み期間を利用して行われる
主に女子中高生等を対象とした、企業・大学・学術団体等のイベントを取りまとめて発信

職場見学、工場見学、シンポジウム、実験教室、先輩女性社員との交流等

P&G明石工場「夏のリコチャレ 2021 ～理工系の仕事をの
ぞいてみよう～」オンライン実験教室

大阪府立大学、関西科学塾コンソーシアム「女子中高生の
ための関西科学塾」 理系の先輩の仕事紹介

東亞合成「夏のリコチャレ2021～化学ってスゴイ！化学会
社のお仕事体験！～」オンライン実験教室

（大阪府立大学、関西科学塾コンソーシアム）「女子中高生
のための関西科学塾」 理系の先輩の講演 11

●夏のリコチャレ2021
開催実績

参加団体数：59
イベント数：113

参加者数：6,300名以上

夏のリコチャレ



理工チャレンジHP
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リコチャレ応援団体（※）の紹介、イベント等の掲載。そのほか、先輩理工系女性からのメッセージ
を掲載するとともに、質問も可能。
※826団体（行政機関：45団体、企業：241団体、学術・研究機関等：139団体、大学等：364団体、その他：37団体）



・内閣府・文部科学省・JSTの共催 ・女子中高生、保護者、教員等を対象

シンポジウム

2021年度オンラインシンポジウム
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公開：令和３年７月９日～



講演実績

実施日 Let’s be s STEM GIRL!!
～地域から未来の理工系女子を～会場

19/9/1 青森県弘前市

19/9/21 群馬県桐生市

19/10/5 長崎県長崎市

19/10/14 岩手県花巻市

19/11/4 京都府舞鶴市

19/11/10 福岡県古賀市

19/11/16 愛知県刈谷市

19/11/23 長野県伊那市

19/12/1 鳥取県琴浦町

19/12/15 千葉県木更津市

女子生徒等の理工系分野への進路選択を促進するため、理工系分野で活躍する多様な女性の姿（ロールモデル）を
示すとともに、女子生徒等の理工系進路選択を社会全体で応援する気運醸成を図ることを目的。

阿部 玲子 株式会社オリエンタルコンサルタンツグローバル
インド現地法人 取締役会長

杉本 雛乃 学生（東京大学大学院工学研究科バイオ
エンジニアリング専攻・2018ミス・インターナショ
ナル日本代表）

ズナイデン
房子

日本マクドナルド株式会社 上席執行役員
ＣＭＯ

玉城 絵美 早稲田大学 理工学術院 創造理工学研究
科 准教授

中島 さち子 ジャズピアニスト、
東京大学大学院数理科学研究科特任研
究員、
(株)steAm代表

山崎 直子 宇宙飛行士
渡辺 美代子 科学技術振興機構 副理事

Ambassador一覧（令和３年８月時点） ※敬称略・五十音順

主な活動

1. 地方公共団体や学校等において開催されるセミナー、シンポジウムでの講演等
2. 広報誌やWebサイト上でのメッセージ発信
3. その他本事業の趣旨に鑑み相応しい活動

※2020年度は新型コロナウイルス感染拡大により派遣実績なし。

実施日 イベント

18/9/22 政府広報ラジオ

18/10/16 連携会議「次世代への働きかけ」
チーム活動

18/10/24 ユース・ラウンド・テーブル

18/11/10 サイエンスアゴラ

18/12/15 愛知県主催「いいかも！リケイ」
理系応援事業

19/2/2 大阪市・学校法人追手門学院
共催イベント

19/3/17
講談社Rikejo ミライリケジョ
モノづくりカフェ

19/6/8 理系で広がる私の未来2019

19/8/24 香川県リケジョフェスタ
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科学技術分野における女性の活躍促進に係る政府文書

第２章 次なる時代をリードする新たな成長の源泉～４つの原動力と基盤づくり～
５．４つの原動力を支える基盤づくり
（２）女性の活躍

今般の感染症の拡大によって顕在化した配偶者等からの暴力や性暴力の増加・深刻化の懸念や女性の雇
用・所得への影響、女性の自殺者の増加等は、男女共同参画の重要性を改めて認識させることとなった
。支援を必要とする女性が誰一人取り残されることのないよう、今ほど男女共同参画の視点が求められ
ている時代もない。
全ての女性が輝く令和の社会を実現するために、「第５次男女共同参画基本計画」及び「女性活躍・

男女共同参画の重点方針2021」に基づき、女性デジタル人材育成、ひとり親に対する職業訓練、「生理
の貧困」への支援など女性に寄り添った相談支援、フェムテックの推進、妊産婦や困難を抱える女性へ
の支援といったコロナ禍で大きな影響を受けている女性への支援、養育費の不払い解消、女性の登用・
採用の拡大を含めた幅広い分野における政策・方針決定過程への女性の参画拡大、女性の視点も踏まえ
た税制や社会保障制度等の検討、性に関する教育、性犯罪・性暴力対策の強化などの取組を推進する。
また、緊急避妊薬を処方箋なしに薬局で適切に利用できるようにすることについて、本年度中に検討を
開始し、国内外の状況等を踏まえ、検討を進める。感染症に伴う配偶者等からの暴力の増加、深刻化の
懸念を踏まえ、相談体制の充実などの取組を引き続き推進する。また、非正規雇用労働者に女性が多い
ことを踏まえ、非正規雇用労働者の待遇改善を図るとともに、出産後に女性の正規雇用比率が低下する
いわゆるＬ字カーブの解消に向け、女性の正規化への重点的な支援、男性の育児休業取得促進を図る。
さらに、安全・安心な親子の面会交流のための具体策の検討を進める。
ＩＴ分野を始めとした理工系分野において、特に女性の身近なロールモデルを創出するとともに、本

分野の女性教員の割合を向上する取組を進める。学校推薦型選抜や総合型選抜に女子を対象とする枠の
設定やオープンキャンパスの実施、女子学生向けのＳＴＥＡＭ教育拠点の整備、理系分野で優れた業績
を残している女性研究者の話を聞くことができる機会の充実等の総合的な支援策を講ずることにより、
地方大学を含めた理工系学部における女子学生の割合の向上を促す。

「経済財政運営と改革の基本方針2021」（抄）
（令和３年６月18日閣議決定）
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Ⅱ 女性の登用目標達成に向けて「第５次男女共同参画基本計画」の着実な実行～
（５）科学技術・学術分野：大学教授等
○教授等への女性の登用の加速
科学技術、学術分野においては、大学の理工系の教員（講師以上）に占める女性の割合や大学の研究者の
採用に占める女性の割合を令和７年までに引き上げる目標を分野別に掲げている。また、大学の准教授及
び教授等（学長、副学長及び教授）に占める女性の割合を令和７年までにそれぞれ引き上げる目標（准教
授30％、教授等23％）を掲げているところ、これらの目標を達成するため、女性活躍推進法に基づく事業
主行動計画において、大学や国の研究開発法人も含めた研究機関が、学長、副学長、理事や教授等の女性
割合に係る目標と登用のための具体的取組を定めるよう、大学や研究機関に要請する。【文部科学省、関
係府省】
出産・育児等のライフイベントと研究との両立や女性研究者の研究力向上への支援を通じて教授等への

女性の登用の一層の推進に取り組む大学を支援するほか、私立大学等経常費補助金を始め、大学への資源
配分において、学長、副学長及び教授における女性登用に対してのインセンティブ付与を検討する。【文
部科学省】
大学における教授等への女性登用の好事例を広く発信することにより、大学の取組を促す。【文部科学

省】

「女性活躍・男女共同参画の重点方針2021」（抄）
（令和３年６月16日政府決定）
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Ⅱ 女性の登用目標達成に向けて「第５次男女共同参画基本計画」の着実な実行～
（６）教育分野：校長、教育委員会等
○男女平等を推進する教育・学習の充実
大学や高校等の入学者選抜において性別を理由とした不公正な取扱は決して許容されるものではない。そ
のような取扱が行われることのないよう周知徹底を図る。【文部科学省】
内閣府・大学・民間団体が共同作成した小学生及び中高生向け副教材について、内閣府と文部科学省が

連携して、教育委員会や学校長会等の教育関係団体、ユース団体等を通じて、学校教育や社会教育（男女
共同参画センターの講座や講師派遣を含む。）における活用を促すとともに、更なる充実を図る。【内閣
府】
児童生徒が性別にかかわらず意欲と能力に応じて高等教育への進学や文系・理系の進路選択を行うこと

ができるよう、固定的な性別役割分担意識や無意識の思い込み（アンコンシャス・バイアス）を払拭する
ための教員研修プログラムについて、校長を始めとする管理職や進路担当教員等のすべての教員の受講を
促す。【文部科学省】
女子生徒の理工系進路選択を促進するため、令和３年度から、内閣府が作成した教員等向けの啓発資料

「男女共同参画の視点を取り込んだ理数系教科の授業づくり～中学校を中心として～」について、内閣府
が文部科学省と連携して普及を図り、教員等の指導者の無意識の思い込み（アンコンシャス・バイアス）
の払しょくに取り組む。【内閣府】

「女性活躍・男女共同参画の重点方針2021」（抄）
（令和３年６月16日政府決定）
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